
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

新
旧
対
照
条
文

○

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）
【
令
和
五
年
八
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
六
章

医
療
法
人

第
六
章

医
療
法
人

第
十
節

医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分
析
等
（
第
六
十
九
条

（
新
設
）

の
二
・
第
六
十
九
条
の
三
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
十
節

医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分
析
等

（
新
設
）

第
六
十
九
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療

（
新
設
）

を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る

医
療
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
、
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２

医
療
法
人
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
医
療
法
人
が
開
設
す
る
病
院
又
は
診
療

所
ご
と
に
、
そ
の
収
益
及
び
費
用
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
整
理
し
、
及
び
当
該
整
理
し
た

情
報
の
分
析
の
結
果
を
国
民
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
通
じ
て
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

-1-
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る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
医
療
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
求
め
に
応
じ

て
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、
電
磁
的
方
法
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
九
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の

（
新
設
）

収
集
及
び
整
理
並
び
に
分
析
の
結
果
の
提
供
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一

部
を
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○

医
療
法
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）
【
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
六
章

医
療
法
人

第
六
章

医
療
法
人

第
十
節

医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分
析
等
（
第
六
十
九
条

第
十
節

医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分
析
等
（
第
六
十
九
条

の
二
―
第
六
十
九
条
の
八
）

の
二
・
第
六
十
九
条
の
三
）

第
六
十
九
条
の
二

（
略
）

第
六
十
九
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
整
理
し
、
及
び
当
該
整
理
し
た

で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
整
理
し
、
及
び
当
該
整
理
し
た

情
報
（
以
下
「
医
療
法
人
情
報
」
と
い
う
。
）
の
分
析
の
結
果
を
国
民
に
イ

情
報
の
分
析
の
結
果
を
国
民
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
通
じ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
通
じ
て
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必

迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す

要
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
六
十
九
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範

（
新
設
）

囲
内
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
般
か
ら
の

委
託
に
応
じ
、
医
療
法
人
情
報
を
利
用
し
て
、
医
療
法
人
情
報
を
利
用
し
て

行
う
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
公
益
性
を
有
す
る
統
計
の
作
成
及
び
統
計
的
研

究
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
第
六
十
九
条
の
七
及
び
第
六
十

九
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
「
統
計
の
作
成
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

第
六
十
九
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

（
新
設
）

よ
り
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
資
す
る
調
査
、
学
術
研
究
又
は
分
析
そ
の

他
の
医
療
法
人
情
報
の
提
供
を
受
け
て
行
う
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
公
益
性
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を
有
す
る
調
査
、
学
術
研
究
又
は
分
析
（
特
定
の
商
品
又
は
役
務
の
広
告
又

は
宣
伝
に
利
用
す
る
た
め
に
行
う
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
者
に
医
療
法
人

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
法
人
情
報
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
九
条
の
五

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
法
人
情
報
の
提
供
を
受

（
新
設
）

け
た
者
は
、
当
該
医
療
法
人
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の
防
止
そ
の

他
の
当
該
医
療
法
人
情
報
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
九
条
の
六

第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
法
人
情
報

（
新
設
）

の
提
供
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
者
の
行
う
当
該
医
療
法
人
情
報
に
係
る

調
査
、
学
術
研
究
若
し
く
は
分
析
に
従
事
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ

た
者
は
、
当
該
医
療
法
人
情
報
の
利
用
に
関
し
て
知
り
得
た
医
療
法
人
情
報

の
内
容
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら
せ
、
又
は
不
当
な
目
的
に
利
用
し
て
は
な

ら
な
い
。

第
六
十
九
条
の
七

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
六
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

第
六
十
九
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の

よ
る
情
報
の
収
集
及
び
整
理
並
び
に
分
析
の
結
果
の
提
供
、
第
六
十
九
条
の

収
集
及
び
整
理
並
び
に
分
析
の
結
果
の
提
供
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一

三
の
規
定
に
よ
る
統
計
の
作
成
等
並
び
に
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定

部
を
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
る
医
療
法
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
次
条
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
九
条
の
八

第
六
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
委
託

（
新
設
）

を
す
る
者
及
び
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
法
人
情
報
の

提
供
を
受
け
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
国

（
前
条
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
機
構
が
第
六
十
九
条
の
三
の
規
定
に

よ
る
統
計
の
作
成
等
及
び
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
法
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人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
事
務
の
全
部
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
機
構
）

に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
手
数
料
を
納
め
よ
う
と
す
る
者
が
都
道
府
県

そ
の
他
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
た
め
に
特
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
手
数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
納
め
ら
れ
た
手
数
料
は
、
機
構
の
収
入
と

す
る
。

第
八
十
五
条

（
略
）

第
八
十
五
条

（
略
）

第
八
十
五
条
の
二

第
六
十
九
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
て
、
医
療
法
人
情
報

（
新
設
）

の
利
用
に
関
し
て
知
り
得
た
医
療
法
人
情
報
の
内
容
を
み
だ
り
に
他
人
に
知

ら
せ
、
又
は
不
当
な
目
的
に
利
用
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者

は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
八
十
五
条
の
三

前
条
の
罪
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
同
条
の
罪
を
犯
し
た

（
新
設
）

者
に
も
適
用
す
る
。

第
九
十
条

法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定

第
九
十
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

め
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
人
格
の
な
い
社
団
等
」
と
い
う

他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
第
八
十
七
条
又
は
前

。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
（
人
格
の
な
い

条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は

社
団
等
の
管
理
人
を
含
む
。
）
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人

人
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
第
八
十
五
条
の

二
、
第
八
十
七
条
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す

る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

２

人
格
の
な
い
社
団
等
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

（
新
設
）

そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
当
該
人
格
の
な
い
社
団

等
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
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訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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